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　本年7月の定期人事異動により、山口県の光税務
署から参りました「繪

え

柳
やなぎ

」でございます。前任の
沼山同様、よろしくお願い申し上げます。
　神戸会長をはじめ、公益社団法人小田原法人会
の皆様には、平素より税務行政に対しまして、深
いご理解と多大なるご支援・ご協力を賜り、厚く
御礼申し上げます。
　貴会の活動につきましては、税に関する各種説
明会の開催、様々な広報活動の実施、租税教室の
開催など、地域に密着した様々な活動に取り組ま
れております。また、20年以上続けられている、
身近な税の使いみちをテーマにした「小学生の税
の写真展」は、他に類を見ない特色ある事業をさ
れているとも伺っております。このような地域に
根差した取り組みを数多く行うことにより、正し
い税知識の普及と納税道義の高揚に貢献していた
だいておりますことを私どもも大変心強く感じて
おります。
　労働力人口の減少や原材料やエネルギーコスト
の上昇による物価高騰等の国内外の厳しい社会情
勢に直面し、企業経営に腐心されつつも、法人会
活動に熱意を持って取り組んでおられる皆様のご
尽力に対しまして、あらためて敬意を表しますと
ともに、心より感謝申し上げます。
　さて、国税当局においては、「納税者の利便性

向上」、「税務行政の効率化」、「事業者のデジ
タル化」を３本柱として税務行政のデジタル・ト
ランスフォーメーション（DX）」の更なる推進に
取り組んでいるところです。
　日常使いなれたデジタルツールから簡単便利に
手続きを行うことができる環境構築を目指し、
「あらゆる税務手続が税務署に行かずにできる社
会」という将来像に向け、一丸となって邁進して
いるところです。
　特に、令和７事務年度は納付機会の多い「源泉
所得税のキャッシュレス納付」の推進に局署を挙
げて力を入れて取り組むこととしております。
キャッシュレス納付方法の内、「自動ダイレク
ト」では所得税徴収高計算書の提出と納付手続き
を同時に行うことができることから、更に便利に
なっておりますので、積極的なご利用をお願い申
し上げます。
　私どもの取組が円滑に定着するためには、何よ
りも皆様方のご理解・ご支援が必要不可欠であ
り、皆様との連携・協調関係をこれまで以上に緊
密にしていく必要があると考えております。
　小田原法人会の皆様におかれましても、引き続
き税務行政の良き理解者として、温かいお力添え
を賜りますよう重ねましてお願い申し上げます。

小田原税務署長

繪柳　誠　着任のごあいさつ

 神奈川県法人会連合
 会員優待サービス
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令和７事務年度　小田原税務署　新旧幹部職員名簿

役　職
新　　任 前　　任

氏　名 前　職 氏　名 異動内容

署　長 繪
えやなぎ

柳　誠 広島局 光 署長 沼
ぬまやま

山　直
なお

樹
き

東京局 考査 総務事務
専門官

副署長 松
まつなが

永　栄
えい

治
じ

（留任） 松
まつなが

永　栄
えい

治
じ

（留任）

副署長 玉
たま

井
い

　成
しげ

人
と

横浜中 特官
（開発） 指定特官

特官（法人） 坂
さかがみ

上　道
みちあき

明 （留任） 坂
さかがみ

上　道
みちあき

明 （留任）

総務課長 金
かな

尾
お

　大
だいすけ

輔 （留任） 金
かな

尾
お

　大
だいすけ

輔 （留任）

管運統括 折
おり

野
の

　順
じゅんじ

二 京橋 管運２ 統括官 深
ふか

井
い

　政
まさ

勝
かつ

東京局
企画

（業務センター
平塚分室）

主任管理官

管運２統括 成
なりかね

兼　一
かずひこ

彦 （退職）

徴収１統括 稲
いなもりこうたろう

森耕太郎 鎌倉 徴収 統括官 小
こ

宮
みや

　圭
けい

一
いち

大和 徴収１ 統括官

徴収２統括 川
かわぎし

岸　明
あき

男
お

（留任） 川
かわぎし

岸　明
あき

男
お

（留任）

個人１統括 兒
こ

櫻
ざくら

　学
まなぶ

横浜中 個人６ 統括官 木
き

村
むら

　 翔
しょう

東京局 課一料一 総括主査

個人２統括 川
かわしま

島　浩
ひろ

子
こ

（留任） 川
かわしま

島　浩
ひろ

子
こ

（留任）

個人３統括 渡
わたなべ

辺　博
ひろ し

司 小田原 個人１ 上席 木
き

立
りゅう

　正
まさ

彦
ひこ

横浜南 個人４ 統括官

資産統括 緒
おがた

方麻
ま ゆ こ

友子 平塚 資産２ 統括官 丸
まるお

尾　　努
つとむ

鎌倉 資産１ 統括官

法人１統括 井
いのうえ

上　章
あき

子
こ

（留任） 井
いのうえ

上　章
あき

子
こ

（留任）

法人２統括 石
いしかわ

川　真
ま

弓
ゆみ

小田原 法人４ 統括官 中
なか

村
むら

　智
とも

美
み

退職）

法人３統括 野
のもと

本　寛
ひろゆき

之 東京局 課一訟務 訟務専門官 岩
いわ

田
た

　耕
こう

治
じ

保土ケ谷 法人５ 統括官

法人４統括 石
いしおか

岡　雄
ゆうじ

治 東京局 査察 11 主査 石
いしかわ

川　真
ま

弓
ゆみ

小田原 法人２ 統括官

法人５統括 長
ちょうなん

南　　龍
りょう

東京局 課二料一 主査

法人連調官 東
ひがしなか

中　智
ともあき

亮 東京局 査察審理 実査官 熊
くま

本
もと

　　忠
ただし

東京局 査察
（統括付） 主査

課長補佐 大
おおむら

村　知
とも

子
こ

（留任） 大
おおむら

村　知
とも

子
こ

（留任）

総務係長 小
こすぎ

杉　拓
たくろう

郎 東京局 徴収 実査官 外
と や ま

山　　祥
しょう

東京局 課一訟務 実査官

会計係長 磯
いそべ

部　　遼
りょう

小田原 総務 主任 木
きのした

下　洋
ようすけ

介 藤沢 総務 会計係長
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小田原税務署 幹部職員プロフィール

　小田原署の副署長２年目となります。出身地である佐世保市は
港街で魚介類が多く取れる街ですが、小田原市は魚介類を含め
美味しい食べ物が多く、また歴史ある場所で２年目を迎えられる
ことを嬉しく思っております。
　２年目と申し上げましたが、法人会の担当としては１年目となります。
皆様と協力していきながら信頼される税務行政に務めて参りたい
と思います。よろしくお願いします。

　出身事務系統は「法人」で、主に調査事務に従
事していました。
　座右の銘は、「笑う門には福来たる」です。また、
チームワークをモットーにしています。
　法人会の皆様と一致団結して、様々な活動等に
取り組んで参りたいと思いますので、今後とも、
よろしくお願い申し上げます。

上席調査官
（源泉所得税担当）　

山
やまぐち

口　豪
ごう

出身地／
神奈川県伊勢原市
前任＝相模原税務署　
法人課税第二部門

（源泉所得税担当）
上席調査官

法人課税第一部門統括官　

井
いのうえ

上　章
あき

子
こ

 
出身地／熊本県荒尾市
留任

　小田原署 2 年目になります。歴
史と海の魅力が詰まった小田原
で、引き続き会員の皆様のご意見
を伺いながら、会の発展のため
尽力して参ります。本年もどうぞ
よろしくお願いします。

調査官
（法人税担当）

安
やすみや

宮　雅
ま さ と

人　
出身地／
大阪府泉南郡	
前任＝平塚税務署
法人課税第一部門
調査官

副署長

松
まつなが

永　栄
え い じ

治
出身地／
長崎県佐世保市
留任

署長

繪
えやなぎ

柳　誠
まこと

出身地／宮崎県えびの市
前任＝広島国税局
光税務署長

（山口県光市）

　この度人事異動で平塚署から
参りました。歴史のあるこの街
で勤務できることに喜びを感じ
ています。
　小田原法人会の皆様のお役に
立てるよう、精一杯努力しま
す！どうぞよろしくお願いいた
します。

　今年の7月より小田原税務署の内
部事務のセンター化に伴い、東京国
税局業務センター平塚分室がほとん
どの事務等の窓口となりました。　
　年末調整等説明会、改正税法
説明会等につきましては小田原税
務署が行います。
　「基礎控除等の見直関係」など、
わかりやすく丁寧な説明を心がけま
すので、ご協力よろしくお願いします。
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神
戸
会
長
再
任

　

第
１
部
は
、
小
田
原
市
出
身
の
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
監
督
・
原
作
者
の
富
野
由
悠

季
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
次
の
世
代
に
伝

え
た
い
こ
と
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
通
常
総
会
は
、
会
員
１
５
0

余
名
の
出
席
の
他
、
小
田
原
税
務
署
よ
り

沼
山
署
長
、
幹
部
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て

開
催
。

　

山
田
総
務
委
員
長
の
司
会
の
も
と
、
神

戸
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
上
程
さ
れ

た
第
１
号
議
案
か
ら
第
３
号
議
案
は
、
い

ず
れ
も
満
場
一
致
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

【
第
１
号
議
案
】

令
和
６
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び
に
監
査

報
告
承
認
の
件

【
第
２
号
議
案
】

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
の
件

〈
報
告
事
項
〉

①
令
和
６
年
度
事
業
報
告

②
令
和
７
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
　

議
事
終
了
後
、
令
和
６
年
度
会
員
増
強

運
動
に
尽
力
さ
れ
た
役
員
10
名
、
受
託
保

険
会
社
社
員
12
名
、
福
利
厚
生
制
度
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
た
８
名
に
対
し
て
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
神
戸
会
長
よ
り
感
謝
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
理
事

　

永
い
間
、
会
の
運
営
と
発
展
に
ご
尽
力

頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

㈱
精
巧
舎　
　
　
　
　
　

石
﨑　

孝

三
栄
管
工
業
㈱　
　
　
　

川
瀬
公
之

㈱
高
部
金
属　
　
　
　
　

髙
部
伸
一

健
伸
工
業
㈱　
　
　
　
　

田
代
克
己

㈲
山
﨑
建
設　
　
　
　
　

山
崎
雅
紀

㈱
井
上　
　
　
　
　
　
　

井
上
勝
典

㈱
湘
栄
電
子　
　
　
　
　

松
本　

宏

㈱
フ
ォ
レ
ス
ト　
　
　
　

石
田
浩
二

㈱
鈴
木
組　
　
　
　
　
　

脇
山　

俊

第13回通常総会並びに
「富野由悠季氏　講演会」

６月10日（火）湯本富士屋ホテル
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令和7・8年度
役員紹介正副会長

理　事

常任理事

●印は新任（敬称略・役職内順不同）

㈱
小
田
原
百
貨
店

神
戸　

洋
一

　 会　長

㈲
山
田
会
計
事
務
所

㈱
東
海
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ス

司
建
設
㈱

山
田　

敏
紀

倉
田　

雅
史

鈴
木　

達
之

総務委員長

　副会長
（事業研修委員会担当）

　副会長
（組織委員会担当）

　副会長
（税制委員会担当）

　副会長
（厚生委員会担当）

㈱
鈴
木
電
機

鈴
木　

省
三

　副会長
（総務委員会担当）

三
惠
開
発
㈲

㈱
花
憐

㈲
協
和
開
発
企
業

柏
木　

聡

金
山　

一
美

杉
山　

修

●
坪
井
正
孝
税
理
士
事
務
所

坪
井　

正
孝

小田原支部

小田原支部

㈱
仙
郷
楼

石
村　

光
稔

箱根支部長

㈱
吉
池
旅
館

鈴
木　

和
男

　副会長
（広報委員会担当）

㈱
し
い
の
食
品

椎
野　

雅
之

税制委員長

㈱
杉
崎
工
務
店

杉
﨑　

勝
成

●
㈱
山
本
工
務
店

山
本　

直
樹

㈱
フ
ジ
ミ

清　

元
秀

組織委員長

㈱
Ｊ
Ｏ
Ｙ
わ
ー
く
す

下
田　

悦
基

厚生委員長

小
田
原
紙
器
工
業
㈱

木
崎　

庸
雅

広報委員長

㈲
ま
る
と

穂
坂　

肇

小田原支部長川東支部長

小田原支部

小
田
原
報
徳
自
動
車
㈱

曽
我　

良
成

事業研修委員長

女性部会部会長

さ
が
み
信
用
金
庫

中
村　

知
裕

湯河原・真鶴支部長

●
㈱
Ｊ
Ｓ
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

田
川　

順
也

㈱
湯
然杉山　

裕
治

（
医
）同
愛
会 

小
澤
病
院

尾
崎　

進
哉

小田原支部 小田原支部小田原支部

小田原支部

㈱
村
山
商
店

村
山　

真
康

㈱
カ
ト
ー

加
藤　

哲
也

　

県
西
福
祉
会

柴
田　

和
生

南足柄・山北支部長

㈱
銅
留
工
業
所

尾
㟢　

純
代

東
亜
㈱辻

村　

彰
秀

青年部会部会長

足柄支部長

小田原支部

㈲
神
谷
機
材

神
谷　

賢
治

（福）
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監　事

㈲
籔
田
鉄
工
所

籔
田　

澄
雄

南足柄・山北支部

㈱
秋
山
商
店

秋
山　

桂
子

㈱
ク
レ
オ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

川
島　

伸
一

南足柄・山北支部

㈱
古
川

小
泉
建
設
㈱

ア
ソ
ー
熱
工
業
㈱

㈱
ト
ー
プ
ラ

㈱
誠
心
工
事

古
川　

大
司

小
泉　

幸
久

関
野　
　

功

大
滝　

靖
生

山
本　
　

誠

相
模
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
㈱

●
㈱
リ
ー
ス
キ
ン
神
奈
川

●
㈱
鈴
木
組

●
㈱
マ
ス
コ
ー

加
藤　

哲
也

興
津　

義
昭

脇
山　

直
也

丸
塚　

順
子

㈲
ナ
カ
ザ
ト
電
器
商
会

小
田
原
栄
興
自
動
車
㈱

相
模
洋
洗
㈱

伊
達　
　

寛

井
上　

直
也

岩
㟢　

明
博

㈲
高
橋
巌
商
店

高
橋　

祐
造

㈱
ゆ
う
シ
ス
テ
ム

●
㈱
湯
川
林
業

小
田　

善
三

倉
橋　

王
明

南足柄・山北支部南足柄・山北支部

南足柄・山北支部

富
士
屋
ホ
テ
ル
㈱

長
澤　

一
嘉

神
奈
川
パ
ー
ク
ス
㈱

㈱
勝
俣
組

㈲
ち
も
と

●
㈱
湘
南
ベ
ルマ
ー
レ

　
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ

西
島　

庸
吉

勝
俣　

德
彦

杉
山　

隆
寛

坂
下
達
郎

㈱
か
ね
や

㈱
コ
バ
ヤ
シ

山
口　

由
佳

小
林　

省
隆

㈲
足
柄
工
務
店

●
㈱
ネ
オ
テ
ッ
ク

㈱
西
湘
設
備
工
業

鍵
和
田　

均

伊
藤　

弥

穂
谷
野　

雅
史

東
京
地
方
税
理
士
会

　

小
田
原
支
部

山
田　
　

豊

川東支部

女性部会

湘
南
乳
販
㈱

㈲
あ
お
き
釣
具
店

北
川　

祐
史

青
木　

博
和

㈱
東
華
軒

飯
沼　

寛
雄

㈲
谷
和谷口　

　

勇

南足柄・山北支部足柄支部 足柄支部

箱根支部

足柄支部

足柄支部

湯河原・真鶴支部湯河原・真鶴支部

箱根支部箱根支部青年部会

湯河原・真鶴支部 足柄支部

箱根支部

小田原支部小田原支部小田原支部小田原支部川東支部

川東支部川東支部

川東支部

川東支部 川東支部
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江
戸
っ
子
の
生
ま
れ
そ
こ

な
い
金
を
た
め

　
「
宵
越
し
の
銭
」
を
持
た

な
い
の
が
江
戸
っ
子
の
き
っ

ぷ
の
よ
さ
。「
そ
れ
に
引
き

替
え
、
あ
い
つ
は
な
ん
だ
い
。

銭
（
金
）
を
た
め
や
が
っ

て
！
」
と
、
そ
の
野
暮
さ
を

笑
っ
た
川
柳
だ
が
、
幾
分
の

う
ら
や
ま
し
さ
が
見
て
取
れ

る
の
も
確
か
だ
。

　

10
月
17
日
は
「
貯
蓄
の

日
」。
そ
こ
で
、
日
本
人
の

平
均
貯
蓄
額
は
い
か
ほ
ど
…

と
、調
べ
て
み
る
と
、お
や
？

「
結
構
た
め
て
る
ね
ー
」。
生

ま
れ
そ
こ
な
い
じ
ゃ
な
い
方

の
江
戸
っ
子
の
心
持
ち
だ

（
江
戸
っ
子
じ
ゃ
な
い
け
ど

…
）。

　

気
分
直
し
に
、
検
索
し
て

い
た
ら
「
富
ん
で
い
る
者
が

神
の
国
に
入
る
よ
り
は
、
ラ

ク
ダ
が
針
の
目
を
通
る
方
が
、

も
っ
と
易
し
い
」
と
、
か
の

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
様
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
だ
。

間
違
い
な
い
。
金
持
ち
は
天

国
に
入
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ど
う
だ
？

　

た
だ
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、

針
の
目
に
関
し
て
は
、
ど
ん

な
に
関
節
の
柔
ら
か
い
ラ
ク

ダ
で
も
、
針
の
目
を
通
る
の

は
苦
労
す
る
と
思
う
。

　

長
く
続
く
物
価
高
。
給
料

や
年
金
だ
け
で
は
足
り
ず
、

預
貯
金
を
取
り
崩
す
家
庭
も

増
え
て
い
る
。

　

い
つ
ま
で
も
あ
る
と
思
う

な
親
と
金
な
ん
か
暗
い
気
分

に
な
っ
て
き
た
？　

で
も
大

丈
夫
。
明
石
家
さ
ん
ま
さ
ん

の
座
右
の
銘
を
贈
ろ
う
。「
生

き
て
る
だ
け
で
ま
る
も
う

け
」
っ
て
ね
。

【
筆
者
紹
介
】
藤
木
順
平

（
ふ
じ
き
・
じ
ゅ
ん
ぺ
い
）　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
。

日
本
笑
い
学
会
会
員
。

フリーランスライター　藤木順平

松
田
山
「
コ
キ
ア
の
里
」

　

松
田
町
の
隠
れ
た
観
光
ス
ポ
ッ

ト
、
「
コ
キ
ア
の
里
」
。

　

４
月
か
ら
５
月
上
旬
頃
に
は
ネ

モ
フ
ィ
ラ
の
花
が
一
面
に
咲
き
誇

る
花
畑
で
す
が
、
９
月
下
旬
か
ら

10
月
中
旬
頃
に
は
真
っ
赤
に
紅
葉

す
る
コ
キ
ア
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

天
気
の
良
い
日
は
富
士
山
を

バ
ッ
ク
に
素
敵
な
景
色
が
望
め
る

こ
と
も
。

　

コ
キ
ア
を
眺
め
な
が
ら
、
秋
の

訪
れ
を
感
じ
て
み
て
は
？

　

所
在
地
：
松
田
町
松
田
惣
領

西
平
畑
公
園
ま
で
小
田
急
線
「
新

松
田
駅
」
か
ら
徒
歩
25
分
、
Ｊ
Ｒ

御
殿
場
線
「
松
田
駅
」
か
ら
徒
歩

20
分
→
西
平
畑
公
園
内
の
自
然
館

か
ら
徒
歩
15
分

願わくば願わくば
金持ちの苦労が金持ちの苦労が
してみたいしてみたい

表
紙
の
紹
介

「
コ
キ
ア
の
里
」

上
出
雅
彦
　
画

７つの間違い探し
＊右の絵と左の絵には相違点が７か所あります。
　見つかりますかな？（答えは 14 頁にあります）

【作者紹介】神谷一郎（かみや・いちろう）　
　専修大学法学部卒業後、漫画プロダクションを経て漫画家に。
　現在はフリーランスのイラストレーターとして、雑誌・広告・水彩画挿絵等で活躍中。
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さがみ信用金庫は、2025年10月20日に創立100周年を迎えます

100年分のありがとうを、
これからもずっと。

創立100周年記念事業
金次郎信ちゃん誕生

大雄山線コラボ企画

　おかげさまで、さがみ信用金庫（本部・小田原市浜町、遠藤康弘理事長）は、2025年10月20
日、創立100周年を迎えます。

　さがみ信用金庫の前身である「有限責任小田原信用購買組合」は、1923年に起きた関東大震
災により小田原地域が疲弊した2年後、二宮尊徳先生の教えをもとに設立されました。協同組織
の金融機関として、「地域社会との共生」「豊かさへの貢献」を企業理念に掲げ、設立以来地
域とともに歩み、地域社会への社会貢献を担う地域金融機関として、事業を展開しています。

　創立100周年のキャッチコピーとシンボルマークは職員から募集し、それぞれ「100年分のあ
りがとうを、これからもずっと。」と右上のマークに決定しました。100年間の道のりは、地
域のお客さまの支えがあってこそであり、これからも常に感謝の気持ちを大切に歩んでいきた
いという私たちの想いが込められています。

100周年を記念して誕生した新たなPR

キャラクターです。昭和から活躍して

きた全国の信用金庫のPRキャラクター

「信ちゃん」をもとに、当金庫にゆか

りのある二宮金次郎の姿をモデルにし

てオリジナルでデザインしました。

さがしん100周年フェスティバル「感謝」
～地場産業の魅力をつぎの世代へ～

大雄山線とさがみ信用金庫がコ

ラボし、ヘッドマークとドアに

ラッピングを施した車両が期間

限定で運行中です。

2026年3月31日まで。

1923年 9月 1日 関東大震災が起こる
1925年10月20日 「有限責任小田原信用購買組合」
   営業開始
1926年 3月17日 「有限責任小田原報徳信用組合」に改称、
   組織変更
1943年 7月16日 「小田原信用組合」に改称
1952年 4月 1日 「小田原信用金庫」に改称
1960年 5月 2日 本店新築移転
1990年 3月29日 小田原駅にキャッシュサービスコーナー
   開設
1992年 9月28日 足柄信用金庫と合併、
   「さがみ信用金庫」発足
1998年 9月28日 箱根信用金庫と合併
2000年11月13日 西相信用金庫の事業譲り受け
2019年11月11日 「SDGs宣言」公表
2021年 6月24日 小田原市民ホール（小田原三の丸ホール）
   への絵画寄贈
2022年 1月27日 信金中央金庫地域創生推進スキーム
   「SCBふるさと応援団」の活用による
   小田原市への寄付
2024年 8月 1日 「小田原市における空家等対策に
   関する協定」の締結
2025年 3月17日 「さがみ信用金庫アプリ」リリース
   ホームページ全面リニューアル
2025年10月20日 創立100周年

2025年9月13日（土）10：00～15：00

小田原アリーナ 

地域の皆さまへ感謝を込めて

「産業まつり」を開催！「産業まつり」を開催！
3市9町の魅力を3市9町の魅力を

見て！ 食べて！食べて！““ 触って！ ””

体験ブース多数！！

日　時

場　所
１００周

年

特設サイ
トは

こちら

1952年頃の小田原信用金庫
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　新会員紹介コーナー
令和7年4月11日～令和7年6月20日（敬称略）　　　

※新入会員12社の内、情報公開に同意された9社を掲載しております。　

★小田原支部

（株）TM.Lab 守屋輝彦 コンサルタント業 小田原市荻窪 0465-43-9918

（一社）ポポラス 岡宮　綾 医療 小田原市栄町 0465-21-0592

（株）忍びの家 川口浩一 飲食業 小田原市栄町 0465-20-3379

（合）Provincia 坂下達郎 専門サービス業 小田原市栄町 090-8370-4077

（株）SAYHOO 西方龍馬 サービス業 小田原市栄町 0465-46-6625

（株）SSC 外崎宏司 経営コンサルティング業 小田原市栄町 070-8995-0295

（合）プラム 梅宮勇人 宿泊業 小田原市栄町 080-7699-0404

ナイトバーズ 杉浦順子 飲食業 小田原市栄町 0465-24-6226

★南足柄・山北支部

志村産業（株） 志村均太 鉄骨業 南足柄市班目 0465-25-4970

今後の事業活動スケジュール〈令和7年9月～令和7年11月〉
※詳細はお問い合わせください。事務局（0465-23-3641）

日　　時 行　事　名 場所 対象

9月 19日（金） 14：00～16：30 決算法人説明会（9月決算法人対象） 小田原税務署会議室 法人

10月
22日（水） 14：00～16：30 決算法人説明会（10月決算法人対象） 小田原税務署会議室 法人

28日（火） 14：00～16：20 新設法人説明会 小田原税務署会議室 法人

11月

5日（水） 14：00～16：30 年末調整説明会 おだわら市民交流センターUMECO 法人

11日（火） 14：00～16：30 年末調整説明会 おだわら市民交流センターUMECO 法人

8日（土）
9日（日） 10：00～20：00 第23回小学生の税の写真展 ダイナシティウエスト 小学生

※「決算法人説明会」及び「新設法人説明会」は先着順の事前申し込み制です。

パズル・パズル・ 数独数独

ルール①：まだ数字の入っていないマスに、１から９ま
での数字のどれかをひとつずつ入れましょう。
ルール②：タテの列、ヨコの列、太線で囲まれた３×３
のブロックのいずれにも、１から９までの数字がひとつ
ずつ入るようにします。

【作者紹介】株式会社ニコリ
　日本初のパズル専門誌「パズル通信ニコリ」を発行する出版社。 （答えは 14 頁にあります）

【問題】
二重枠に入った数字の合計は
いくつでしょう？
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税に関する無料相談所

小田原支部の税理士が直接相談に応じます。もちろん、ご相談内容の秘密は厳守いたします。
来所相談、電話相談ともに事前に電話で相談日の予約をしてください。
詳しくは、電話またはホームページでご確認ください。

場所 小田原箱根商工会議所会館６階　東京地方税理士会小田原支部事務局

電話 0465-24-0195

相談日時 毎週水曜日 13時30分～16時
※毎月25日以降はなし。1月1日～10日、2月16日～3月15日は休み。

相談内容 税務相談・税務書類の書き方指導等。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
・
小
田
原

支
店
（
国
民
生
活
事
業
）
で
は
、

幅
広
い
業
種
の
事
業
を
営
む
方

に
、
商
品
仕
入
資
金
、
ボ
ー
ナ
ス

資
金
、
諸
経
費
支
払
資
金
等
の
運

転
資
金
や
店
舗
改
装
、
機
械
購
入

等
の
設
備
資
金
の
融
資
を
お
取
り

扱
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
期
の
ご
返
済
で
、
利
息
は
固

定
金
利
で
す
。

　

こ
の
他
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
資
金
（
7
2
0
0
万
円

以
内
）・
経
営
環
境
変
化
対
応
資

金
（
4
8
0
0
万
円
以
内
）
な

ど
様
々
な
融
資
制
度
が
あ
り
ま

す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
小
田
原
支
店

（
国
民
生
活
事
業
）

融
資
相
談
係
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０
（
０
４
１
）
４
２
０

「
事
業
資
金
」
受
付
中
!!

日
本
政
策
金
融
公
庫

小
田
原
支
店
（
国
民

生
活
事
業
）
か
ら
の

「
お
知
ら
せ
」

〈融資制度の概要〉

★審査の結果、お客様のご希望に沿えないことがあります。

一般貸付 経営環境変化対応資金 新規開業スタート
アップ支援資金 ソーシャルビジネス支援資金

ご 融 資 額 4,800 万円以内 4,800 万円以内 7,200 万円以内 7,200 万円以内
ご 返 済
期 間

運転 7 年以内
設備 10 年以内

運転 8 年以内
設備 15 年以内

運転 10 年以内
設備 20 年以内

運転 10 年以内
設備 20 年以内

対 象 者 事業を営むほとんどの
業種の方

社会的、経済的環境の
変化等外的要因により、
一時的に売上の減少等
業況が悪化をきたして
いるが、中長期的には
その業況が回復し発展
することが見込まれる
方

新たに事業を始める方
または事業開始後おお
むね 7 年以内の方

次の 1 または 2 に該当する方
1.NPO 法人
2.NPO 法人以外であって、
次の（1）または（2）に該当
する方
　（1）保育サービス事業、介
護サービス事業等を営む方
　（2）社会的課題の解決を目
的とする事業を営む方

　

ま
た
当
公
庫
で
は「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

も
お
取
り
扱
い
し
て
お
り
ま
す
。
国
の
教

育
ロ
ー
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
ロ
ー

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０ —

 

０
０
８
６
５
６

　

０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６
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令和７年７月10日から「東京国税局業務センター平塚分室」において鎌倉

税務署・小田原税務署の一部の内部事務（※）を集約して処理する「内部事務の

センター化」を実施することとしております。 

 令令和和７７年年７７月月1100日日以以降降、、上上記記各各税税務務署署管管内内のの皆皆様様がが申申告告書書、、申申請請書書及及びび  

添添付付書書類類等等のの書書類類をを郵郵送送等等でで提提出出さされれるる場場合合はは、、「「東東京京国国税税局局業業務務セセンンタターー  

平平塚塚分分室室」」宛宛ててにに送送付付ししてていいたただだききまますすよよううおお願願いいいいたたししまますす。。  

 なお、内部事務のセンター化は、納税者の皆様の所轄税務署を変更するもの

ではございません。  
※ 申告書の入力処理や納税者の皆様へのお尋ね文書の発送などの事務をいいます。 

宛宛  先先  

東京国税局業務センター平塚分室 

《郵便番号》254-8534 ※電話番号と間違えないようご注意願います 

神奈川県平塚市浅間町９番１号 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

○ 内部事務のセンター化の対象となる税務署に申告書、申請書及び添付書類
等を提出する場合は、以下のとおりご対応いただきますようお願いいたしま

す。 

 ● e-Tax（データ）により提出する場合は、従来どおり所轄税務署へ送信

願います。 

 ● 書面により提出する場合は、業務センターへ郵送願います。 

   税務署の窓口及び時間外収受箱へ提出することも可能ですが、その際 

は、所轄税務署に提出願います。 

○ 書面の申告書、申請書及び添付書類等を業務センターへ直接持ち込むこと

はできません。また、所轄税務署以外の窓口及び時間外収受箱へ提出する 

こともできません。 

○ 電話による税務相談や申告書、申請書及び添付書類等の用紙の送付は、 

業務センターでは行っておりません。 

○ 納税証明書の交付、面接による相談、現金による国税の納付などの窓口対

応は、従来どおり所轄税務署で行います。 

○ 業務センターから送付する文書の種類によっては、責任者名が税務署長の

ほか東京国税局長となる場合があります。 

○ 業務センターでは、納税者や税理士の皆様に対し、電話や文書によりお問

合せをさせていただくことがございます。 

書書類類のの送送付付先先がが変変わわりりまますす 
 

 
 

ご留意いただきたい事項 

令和７年４月 東京国税局・税務署 

内部事務の 

センター化 

に関する情 

報はこちら 

小田原税務署からのお知らせ
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小田原労働基準監督署からのお知らせ



会員増強にご協力ください
14

間違い探し『車引 松王丸』の答え
①松（左上）
②壁の柱（左上）
③目線（中上）
④烏帽子（えぼし）（右上）
⑤車のふた（右中）
⑥車の台の向き（左下）
⑦影（下）

 【答え】８（３＋５）

小田原県税事務所からのお知らせ

７
つ
の

間
違
い
探
し

パズル・パズル・ 数独数独



会員募集中です（一言あなたのお口添えを）
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仕事の欲求不満を収める４つのコツ
産業カウンセラー　柏木勇一

◆営業外勤から窮屈な内勤異動で意欲消失
　食品会社の営業職として１６年、営業企画部に異動した３８歳の男性Ｍさん。主任の肩書
もつき、周囲から見れば順調な会社員生活だが、外回りで自社製品の販路を拡張、信頼を深
めて契約維持に携わってきたＭさんにとって、内勤になったこと自体が不満だった。外勤な
ら気分転換もできるが、限られた人数、同じ顔ぶれという職場にはなじめなかった。そもそ
も営業企画とは？ 自社製品のＰＲが目的で、業界紙への展開、時にはメディアの取材を受け
ることもある。華やかそうだが、部長がすべてを仕切っているのが現実で、みんな言いなり
になるだけ。経験を積むことも成長につながる、と考えたＭさんだったが、定年間際だった
部長が肩書は変わらず定年延長されるという噂を聞きイライラが募って相談してきた。

◆フラストレーションの状態から目を離さないように
　気持ちが満たされず不安定になる状態をフラストレーションとも言う。多くの方が経験して
いる自然な感情と、まず受けとめてほしい。具体的には「些細（ささい）なことにも不満を
感じる」「イライラして落ち着かない」「不安で仕方がない」「気分転換がうまくできない」など。
このフラストレーションに振り回されて欲求不満になったのがＭさんの状態。このような場合
でも、心理的・精神的適応力があれば乗り越えられる。身につけてほしいのが「欲求不満耐性」。
言いかえれば耐える力。「行動耐性」と合わせて人間の成長に関わるふたつの耐性と言われて
いる。「行動耐性」は分かりやすい。それぞれの体力に合わせた身体的トレーニングを続け、
慣れることで体力の向上につながる。「欲求不満耐性」は、緊張と不満の苦痛に耐えて、適切
に状況を判断して現実処理ができる能力。やや硬い言葉だが、Ｍさんの場合は、この能力が
乏しかったと言えよう。

◆あわてず騒がず、まず自分の言動を振り返ってみましょう
　「欲求不満耐性」を身につける４つのコツを紹介したい。
１．不快な感情をすぐ吐き出さないで、いったんこらえてみる。
２．状況が好転することを期待して、少し様子をみる。
３．合理的に解決できる方法がないか、考えをめぐらせてみる。
４．他人に相談する前に、気持ちを落ち着かせる。
　何もしないのと同じではないかと考える方がいるかもしれないが、不快な感情はいったん
胸に収め、冷静になった後で自分の言動を振り返ると、物の見方や考え方の幅が広がる、と
指摘されている。
　欲求不満状態を感じた時、次のように自分に問いかけてみませんか。「私はいま、このよう
な状況だから気分を害しているんだ」「こういうことをされて不快に思ったからイライラして
いるのか」と。不安や苛立ちの背景も含めて、自分の感情をまるごと認めると、気持ちが落
ち着き、ストレスを冷静に受け止められるようになるはず。自分の言動を振り返ると、物の
見方や考え方の幅も広がり、ピンチを切り抜ける方法を自分で生み出すことにつながるはず。
人生の生き方としてもぜひ心がけてほしい。　　　　

【筆者紹介】柏木勇一（かしわぎ・ゆういち）　大学卒業後、新聞社勤務を経て、現在ＥＡＰ
企業でカウンセラーとして活動。産業カウンセラー、家族相談士、交流分析士。
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よい情報を提供します ふれあい　いんふぉめーしょん

〒250-0011小田原市栄町1-6-4 勝俣組ビル4階 TEL.0465-23-3641
FAX.0465-23-5109

公益社団法人　小田原法人会

http://www.odawara-hojinkai.com

公益
社団法人 小田原法人会

上の会員ラベルを切り取って、法人税確定申告書の別表１の「欄外の上部中央余白」
に貼付けてください。e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16加入組合
等の状況」欄に（公社）小田原法人会と入力してください。


